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１．はじめに 
南極氷床の質量損失は，沿岸部で海に溢流する氷河の流動が

加速し，多くの氷が海洋へ流出したことが原因と指摘されてい

る 1)．氷河の速い流動は，氷が基盤を滑る底面滑りで生じている

ため，その発生・変動メカニズムの解明は喫緊の課題である．し

かしながら，底面滑りは厚さ数百 m に及ぶ氷河の底で発生する

ため観測が困難で，理解が遅れている．そこで本研究では，加速

度計と水圧計を組み込んだ底面滑り観測測器を新たに開発し，

東南極ラングホブデ氷河において底面滑りの観測を行った．本

発表では，熱水掘削孔を用いて氷河底面に設置した観測の結果

を報告する． 
 

２．研究手法 
2.1 氷河底面滑り観測測器の開発 

 本研究で開発した底面滑り観測測器は，加速度計と水圧計を内

蔵する直径 34 mm，全長 2.5 mの円筒である（図 1a）．本測器を，

熱水掘削孔を利用して氷河底面に設置することで，底面滑りに

伴って生じる測器の振動と，底面水圧を同時測定する（図 1b）．
加速度の測定には 3 軸加速度センサ（EPSON M-A352AD10）を

用い，サンプリング周波数 100 Hz，精度 2 mG で測定する．水圧

の測定には，ピエゾ抵抗素子を内蔵した圧力計（Valeport miniIPS）
を用い，サンプリング周波数１ Hz，水深相当の精度 10 cmで測

定する． 
 
2.2 ラングホブデ氷河における観測 

開発した底面滑り観測測器を使って，南極氷床から海へ流出

するラングホブデ氷河（69°11’S, 39°32’E）にて観測を行っ

た． 2021 年 12 月 31 日に，接地線から約 1 km上流の氷厚 550 m
地点を熱水で全層掘削した．この掘削孔最深部に底面滑り観測

測器を設置し，氷河表面に導いたケーブルにデータロガーを接

続することで，底面水圧と加速度を測定した．また，同時期に

GNSS 機器（Enabler GEM-1, 2）を用いて氷河表面の流動速度を

測定した． 
 

３．結果と考察 
 3 軸重力加速度から算出した測器の傾きは，1 月 2 日から 9 日

にかけて細かな増加と減少を繰り返した．この変動は，氷河の底

面流動に伴って測器が底面を滑りながら移動したことを示すと

考えられる．また，加速度から STA/LTA トリガー方式を用いて

振動イベントの検出を行った結果，同時期に振動イベント数の

増加が見られた．（図 2）．さらに，掘削孔の水圧増加と氷河表面

の流動加速が観測された．したがって，加速度の振動イベント数

増加は，底面の水圧上昇によって促進された底面滑りが原因と

考えられる． 
 
４．まとめと今度の展望 
 これまで観測が困難であった氷河底面滑りの変動を、加速度計

によって観測できる可能性が示された．今後は，加速度の詳細な

波形解析によって測器の動きや振動イベントの起源を特定し，

氷河底面流動の発生・変動メカニズムの理解を目指す． 
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図 1 (a) 開発した底⾯滑り観測測器．(b) 掘削孔を⽤いた底⾯
滑り観測測器の設置イメージ． 図 2 加速度計で観測した振動イベント数 


